
（別紙３）

～ 令和8年　2月　13日

（対象者数） 34 （回答者数） 11

～ 令和8年　2月　13日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

宿題に前向きに取り組めるよう「宿題カード」を実施。スタ
ンプラリー形式で楽しみながら宿題に取り組めるよう工夫し
ている。

2

平日は「選択式プログラム」を実施。運動プログラムと机上
プログラムを設定し、自分で選んで自分で決めることに喜び
が持てるようサポートしている。

3

広さがあり構造化された室内で、様々な過ごし方が可能。 静と動の空間をエリア分けすることで、お子様が自分で過ごし
方を選択し決定する自主性を尊重している。
掲示物やイラストを用いて、何をする場所かを分かりやすくし
ている。

休校日は様々な活動プログラムを設定。普段は経験できないこ
とに挑戦できる環境を整えている。

チームで企画立案することで偏りのない新たな発想でイベント
を設定している。また、お子様にやってみたいことのアンケー
トを取って意見を取り入れている。

令和8年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 チャレンジアカデミー中ノ橋通

○保護者評価実施期間 令和7年　12月　25日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

危険と思われる箇所にはガードやクッションを設置し、バリ
アフリー化はしていないものの安全な事業所を作っていくた
めこまめな点検を行う。

2

保護者様のご意見を聞きながら、父母の会や懇談会の開催を
検討していく。

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

バリアフリー化していない。 事業所の場所が2階なので移動に階段を使用している。
らせん階段なので歩く場所によって階段の幅が変わる。

地域イベントへの参加や父母の会等、外部との交流機会が少な
い。

感染症の流行以降、外部との交流や地域イベントの開催が少な
くなっている。また、個人情報保護の観点からも慎重に検討し
ている。


